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浜松市多職種連携推進事業 

第 1 回引佐郡医師会・地域包括支援センター細江研修（案内） 

 

謹啓 時下、貴所におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別の

ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、浜松市では多職種連携を推進しているところですが、本事業の一環と致しまして

引佐郡医師会・静岡県医師協同組合と地域包括支援センター細江との共催で多職種連携に

係る研修を開催する運びとなりましたので、ご案内させていただきます。研修参加をご希

望される方は、別紙申込書にて 11 月 11 日（金）までにお申し込みをお願いいたします。 

謹白 

*備考：医師会会員の皆様へ 

日本医師会生涯教育２単位（カリキュラムコード 13 医療と介護および福祉の連携、24

浮腫、45 呼吸困難）を発行いたします。 

又地域ケア会議出席証明書を発行いたします。 

 

記 

日 時：令和 4 年 11 月 30 日（水）19：00～21：00 

会 場：下記の３会場に分かれ、各会場をオンラインで繋ぎ開催 

      細江会場：みをつくし文化センター  

      三ケ日会場：特別養護老人ホーム みずうみ 

      引佐会場：聖隷ケアセンターいなさ 

内 容：テーマ 「心不全を学び、在宅療養生活支援に活かそう」 

        ～心不全の増悪・再入院を防ごう～ 

１．講演 「心不全の基礎知識」 

講師 宮田医院 院長 宮田 晴夫 先生 

２．講演 「心不全、退院時指導の実際」 

講師 聖隷三方原病院 C3 病棟    

クリティカルケア特定認定看護師 大瀧 有紀 氏 

       ３．グループワーク 
以上 

 

 

 

 

【お問い合わせ先：担当】 

地域包括支援センター細江 前田・渡辺 

℡ （０５３）５２８－２２８８ 



共催：引佐郡医師会、静岡県医師協同組合、地域包括支援センター細江 

式会第 1 回引佐郡医師会・地域包括支援センター細江研修社 

参加申込書 

11 月 30 日（水） 

「心不全を学び、在宅療養生活支援に活かそう」                  

 

研修に参加を申し込みます。 

 

申込み先：地域包括支援センター細江 

FAX 542-2839 

事業所名（              ） 

連絡先 電話（      －     ） 

   FAX（      －      ） 

氏名（連絡先代表者に 印） 職種 希望会場（希望会場に〇） 

  細江・三ケ日・引佐 

  細江・三ケ日・引佐 

  細江・三ケ日・引佐 

**人数多数の場合、参加会場について調整させていただくことがございます 

締め切り 11 月 11 日（金） 



 

日時 ： １１月３０日（水） 19:00～21:00 
会場 ： 引佐会場 ： 「聖隷ケアセンターいなさ」 

細江会場 ： 「みをつくし文化センター」 

       三ヶ日会場：「特別養護老人ホームみずうみ」 

方法 ： 各会場をオンラインで繋いで実施します。 

       当日は会場毎にグループワークを行い、内容をオンラインで共有しま

す。 

講師 ： 宮田医院  宮田 晴夫  医師   

    聖隷三方原病院 C3病棟 クリティカルケア特定認定看護師 

              大瀧 友紀 氏 

申込 : 申込用紙の希望会場に〇をつけて頂き、下記連絡先まで 

       メールまたは FAX でお送りください。 

引佐郡医師会・静岡県医師協同組合・地域包括支援センター細江共催 2022 年度 多職種連携研修 

連絡先：地域包括支援センター細江  住所:浜松市北区引佐町井伊谷 2569 

  電話:053-528-2288    e-mail： houkatsu-hosoe@sis.seirei.or.jp 

…心不全患者の自己管理は、水分管理や塩分制限、適切な活動と休息のバランス、服薬管理
など日常生活に密着したものが多くなっています。そのため、加齢による身体機能や認知機
能の低下により、徐々に自身の身の回りの事を行うことが難しくなってしまいます。心不全
の自己管理が困難になると、病状の悪化、再入院になってしまい在宅支援を行っている皆様
も支援方法について悩むことがあるかと思います。。。 
心不全について学び、今後の在宅生活支援について多職種でできることを、講義やグルー

プワークを通じて、一緒に考えましょう。 


